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 近年，マグネシウムは，軽量かつ高比強度材料として開発が進められている．このマグネシウムは結晶構造が hcp であ
るためき裂方位により疲労破壊挙動が大きく異なると考えられる．ここで，このき裂方位依存性を明確にするためには単
結晶における調査が有効であるといえる．これまでにマグネシウム単結晶における疲労き裂伝ぱ機構を，単結晶 CT 試験








ジマン法により単結晶を作製した． Fig. 1 に作製した疲労試
験片の形状を示す．20 mm×3mm×0.3 mm の試験片を切り出し，
化学研磨において表面を鏡面仕上げした．試験片の下端から























Fig. 1  Shape and dimensions of fatigue test 









Fig. 2  Positions of the hole and the measurement 















 a＝h×1.85  ( 2 ) 
疲労試験は室温大気中で行い，繰り返し周波数1000Hz で行った．疲労試験後は破面をSEM により観察した. 
3 実験結果 




り， A，B 試験片の疲労限は 40 MPa であった．また，一定
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Fig.4   S-N curves of A- and B-specimen. 
: Bending stress calculated from the equation ( 1 ).
: Bending stress of specimen obtained 
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Fig. 3  Comparison between the bending stresses 
calculated from the equation (1) and obtained with a 
strain gauge. 
